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１．研究計画の概要
本研究は、アジア地域に広く分布するアリ

類、特にツムギアリとアシナガキアリの分子
系統地理解析により、インド・レフュージア
仮説の検証を目的としている。

分析する DNA 領域は、先行研究によって
適度な変異性を確認した mtDNA の CO1 と
Cyt b 遺伝子領、および核 DNA のマイクロ
サテライト DNA である。

これまでに採集した東南アジア各地の標
本に加え、本研究でインド、スリランカ、ア
フリカの標本を得、これらのアリの起源と拡
散の歴史を明らかにする。特にインドと東南
アジアにおける拡散パターンを比較し、イン
ドがレフュージアとして利用された可能性
を検討する。

２．研究の進捗状況
インドとスリランカにおけるツムギアリ

の標本採集は、現地研究者の協力を得て順調
に進み、既に 30 個体群より標本を得た。こ
れまでに東南アジアで採集した標本を加え
ると 63 個体群となった。ケニアでの標本採
集は平成 20 年 7 月から 8 月にかけて行った
が、アフリカツムギアリを 13 か所で採集し
たのに対し、アシナガキアリを見つけること
はできなかった。このため、アフリカを主な
フィールドとしているヨーロッパの研究者
の協力を得てアシナガキアリの標本を得る
べく努力している。

インドの遺伝子資源保護政策により、標本
の持ち出しが困難なため、現地で DNA を抽
出し、塩基配列の判読は一部をインド国内で、
他を北海道大学で行っている。この協同作業

により、分子系統解析が進むとともに、新生
代におけるインド亜大陸の気候変動に関す
る資料も得やすく、仮説検証のためのデータ
が順調に蓄積されている。

ツムギアリについては、インドの標本を増
やすことによって、インド・スリランカ個体
群が分子系統樹の根元にほぼ 100％のブート
ストラップ値で位置することが確実となっ
た。また、インド・スリランカ個体群内のハ
プロタイプのネットワーク分析により、イン
ド南西部からスリランカおよびインド北部
へと拡散していったことが示され、インド・
レフュージア仮説を強く支持する結果が得
られた。アシナガキアリについてもインド南
部の個体群が系統樹の根元にくることが示
唆されているが、まだブートストラップ値が
小さく、さらに標本を増やし、DNA 分析領
域を広げることにより、系統樹の精度を高め
る必要がある。

３．現在までの達成度
区分：②おおむね順調に進展している。
理由：インド政府の遺伝資源保護政策によ

って標本の持ち出しが困難になっているに
も拘らず、現地研究者の協力を得ることに成
功し、少なくともツムギアリについてはイン
ド・レフュージア仮説を実証し、当初の目的
を達成しつつある。
４．今後の研究の推進方策

インド・スリランカ産ツムギアリの分子系
統解析の結果、インド南西端からの分散時期
が数十万年から約百万年前であることが示
唆された。これは、東南アジアにおけるツム
ギアリの分散時期とほぼ一致しており、熱帯
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アジア地域の古環境に関する資料を収集し、
この時期に今回の結果と整合するどのよう
な気候変動があったかを検討する必要があ
る。現在、インドの研究者とこの分析作業を
進めている。また、アシナガキアリの分子系
統解析、特にインド個体群の位置についての
解析をさらに進め、系統樹の精度を高めてい
く。
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